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GS03-5 精神科薬剤師外来の取り組みについて
 ○進 健司 1,2, 小林 大介 1, 川尻 雄大 1, 金澤 康範 2, 神村 英利 3, 島添 隆雄 1

1九大院薬臨床育薬学分野 , 2飯塚病院薬 , 3福岡大病院薬

【緒言】飯塚病院では、2015年 6月から精神科薬剤師外来を開始し、診察前面談（以下、面談）、検査
オーダー支援、ベンゾジアゼピン受容体作動薬減薬支援等に取り組んでいる。今回、薬剤師外来によ
る検査オーダー支援の有用性を検証した。
【方法】2016年 10月から 2016年 12月に精神科外来で向精神薬が処方され、他施設で血液生化学検
査が未測定である患者を対象とした。対象を面談実施患者と未実施患者に分け、検査値測定割合を比
較した。面談未実施患者に対し、独自に作成した検査値測定支援シートを用いて検査オーダー支援を
行い、シート導入前後の検査値測定割合を比較した。支援を行う検査オーダーは血球数、肝・腎機能、
クレアチンキナーゼ、電解質、薬物血中濃度、糖代謝、プロラクチンとした。
【結果】調査期間における面談実施患者は 91名、未実施患者は 261名であり、性別・年齢・疾患名に
違いはみられなかった。面談実施患者は未実施患者と比べて全検査項目で測定率が有意に高かった。
また、シート導入後は導入前と比べて全検査項目で測定率が有意に高かった。さらに、検査オーダー
支援によりリチウム製剤の副作用回避に寄与した事例があった。
【考察】検査オーダー支援により精神科外来患者の検査値測定率は上昇し、副作用が回避された事例が
あったことから、医薬品の安全性確保に有用な取り組みと考えられる。

GS03-4 キサンチンオキシダーゼ阻害剤による新規血管線維化抑制機構の検討
 ○近藤 正輝 1,2, 今西 正樹 3, 生藤 来希 1, 村井 陽一 1, 福島 圭穣 4, 堀ノ内 裕也 5, 石澤 有紀 6,  

合田 光寛 2, 座間味 義人 1, 武智 研志 7, 中馬 正幸 7, 池田 康将 5, 藤野 裕道 4, 土屋 浩一郎 8,  
石澤 啓介 1

1徳島大院医歯薬 臨床薬理分野 , 2徳島大病院薬 , 3MDアンダーソンがんセンター ,  
4徳島大院医歯薬 生命薬理学 , 5徳島大院医歯薬 薬理学分野 , 6徳島大 AWAサポートセンター ,  
7徳島大病院臨床試験管理センター , 8徳島大院医歯薬 医薬品機能生化学分野

 [目的 ] Xanthine oxidase (XO)阻害剤は、基礎研究・臨床研究において心血管系疾患に抑制的な効果
を示すことが報告されているが、血管リモデリングや高血圧に対する効果のメカニズムは明らかにさ
れていない。本研究では、XO阻害剤である febuxostat (FEB)を用いて、それらのメカニズムを明ら
かにするため、検討を行った。[方法・結果 ] 浸透圧ポンプを用いて Ang IIをマウスに 2週間持続皮
下投与することにより血管リモデリングを惹起させた。FEBは Ang II投与期間中連日経口投与した。
血管線維化は EVG染色により評価した。FEBは、Ang IIによって誘発された血圧上昇と血管線維化
を抑制した。免疫染色により Ang IIによる大動脈へのマクロファージの浸潤は FEBにより抑制され
る傾向を認め、XOは線維芽細胞ではなく、マクロファージに高発現していた。Ang II単独群では大
動脈での TGF-β 1 mRNA発現は上昇し、大動脈周囲にα -SMA陽性線維芽細胞を認めたが、Ang 
II+FEB投与群では TGF-β 1 mRNAの上昇およびα -SMA陽性線維芽細胞は認められなかった。細
胞培養系ではマクロファージ細胞（RAW264.7）において Ang II刺激により XO発現・活性の上昇が
認められたが、Ang II+FEB投与群ではその上昇は認められなかった。さらに FEBは、RAWにおい
て Ang II誘発性 TGF-β 1 mRNA発現を抑制した。[考察 ] FEBはマクロファージからの Ang II刺
激による TGF-β 1 mRNA発現に抑制的に働くことによって Ang II誘発性血管線維化を軽減するこ
とが示唆された。
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